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黒死病以前のイングランド東部，

東南部地域の土地に見る農民の

生活資源:生活水準研究に向けて(1)

要 0::ー
目

吉 田敬洋 (2)

本論文は，筆者がこれまでに再検討してきたことのまとめである。農民の生活水準研

究の視点から，黒死病以前のイングランド東部，東南部地域を主に取り上げ，農民保有

地の他，収入の点から裁判記録を，支出の点から地代，土地取引の際の許司料や受領金

を主に再整理してきた。得られたいくつかの特徴を整理しつつ(課題もあったが).農民

生活の一両を描写L.試諭したL、。

キーワード.インタランド，農民，農民保有地，地代，許可料，受領金，土地取引，

東部・東南部地域，黒死病

JEL: N93 

1 はじめに

本論文は，黒死病以前のイングランドにおける農民保有地などの生活資源，地代，土地

取引の際の許可料の動向について，農民の生活水準研究の視点から，筆者が主に再検討し

(1) 本論文は修士論文の加筆，修正である。修士論文作成の際には，重富公生教授(神戸大学).奥

西孝全教綬(神戸大学).橋野知子准教授(神戸大学)には御世話になった。これまでの論文の作

成・執筆・投稿の際には，末広菜穂子教授(広島経済大学)に，懇切な御指導を頂いた。ここに

記して感謝申し上げる。本論文のありうべき誤謬は全て筆者の責任である。

C 2) 神戸大学大学院経済学研究科博士後期課程 Ce-mail・076e111e@stu.kobe-u.ac.jp)
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てきたことをまとめる。

農民の生活とは言っても，その研究は様々にあろうし，研究視角も多種だろう。その中

で取り上げられる農民の収入も農民保有地を基礎にして(そうでないかもしれなL、)，穀

物収量，菜園作物，家畜資源，野外採取物，妻の手仕事から得られた手間賃，子供を使い

に送り得られた労賃，小間使L、から得られた賃金なと様々だろう。あるいは賦役の後に，

領主から時折与えられる食事，村落内で催される宴会などがあっただろう。自活の困難な

農民世帯にとって，このような収入は，より一層重要だっただろう。そして飢鍾や農民が

生計に困窮するようなときには土地を売却しただろう。困窮が和らげば，売却した土地を

買い戻すような土地取引の事例を B.M.Sキャンベル (Campbell)が取り上げており (3)， 

土地取引は農民の収入と密接に関連し，農民の収入のための重要な機会の lつだっただろ

うは)。

そして土地取引の際には，許可料や受領金(inconsideration)を支払っており，基本

的な農民保有地の他，小規模な土地も見られる O 中には，秘密裡に土地取引したため，罰

金を課された者もいただろう O 土地保有者は地代や賦役を支払っただろうし，土地保有者

が死亡した場合，その相続者は土地を相続するために，更新料や死亡税を支払っただろう O

そして世帯構成員が死亡したら，お布施，埋葬税を支払っただろうし，領主が交代したら，

認知税が課され，王宮から必要があれば，臨時税(laysubsidy)が農民に課されただろ

よ、 (5)
ノ O

このような農民の生活に関する先行研究 (6)が考察する基本は農民保有地に求められるだ

ろう。 J.E.T.ロシャーズ(Rogers)の研究を含めて (7)，E. A.コスミンスキー (Kosminsky)

( 3 ) Campbell， 'Population Pressure¥pp.87-134. 

(4) Dyer， Stαndαrds of Liuing， pp. 115. Kitsikopolous，‘Standards of Living'， pp. 240-244.長嶋

はカノレテ・ナティヴォノレムを通して，土地取引を生活資源を獲得する機会と捉える(長島， I農民

家族と土地譲渡J，85-87頁。)。

( 5) Gras， The Economicαnd Sociα1 History， pp. 70-74. Kosminksy， Studies in the Agrariαn， p. 

214， pp. 238-242. Dyer， Stαndαrds of Living， pp. 109-150. Kitsikopolous，‘Standards of Living'， 

p. 238. Titow， English Rural Society， pp. 88-90.国方， w中世イングランド~， 149-150頁，な

ど。

(6 ) 占田， I生活水準と保有地J，9-33頁。大陸側の研究としては， Jordan，‘The Cost -of -Li ving 

Crisis¥pp. 87 -106 

( 7) Kosminksy， Studi四 inthe Agrαnαn. 
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が整理するいずれの先行研究もほぼ見ヴァーゲイ卜 (half-virgate)が基準となってお

り(8) その後の M.Mポスタン (Postan)(9)， H. E ハラン (Hallam)(10)， H キッチコ

ポロス (Kitsikopolous)のような一般的な視点でもは1)そして J.Zティトウ (Titow)Cl2J， 

C.ダイヤー (Dyer)(]:ll，国方のような個別の村落や荘園を対象とするに際しでも(各々，

ハンプシャーを中心とする南部イングランド地域，グロスターシャー，オソクスフォード

シャーである。)(1へそれは同様である。

このりもパーゲイト保有者を，不作でも豊作でもない標準的な年に生活は困窮しないが，

剰余もそれほど多くはない土地保有者として，彼らの収入・支出を捉えようとすると，コ

スミンスキーはその土地保有者による領主への様々な支払い分が小額であると評価してお

り(5)，ポスタンは，かろうじて生活することが可能な層であり，賃金などの補完的な生

活資源が必要だっただろうと指摘する(16)。そのような収入をダイヤーは踏まえて，数シ

リングの剰余が彼らにはあっただろうとし (7)，国方は， 14世紀初期の危機にあって，収

入源は減り，彼らの世帯人数は漸次減少していただろうことを指摘する (8)。

このような事例研究を通して九ヴァーゲイトの規模も具体的になるにつれ，同じ中部地

域(一部，南部地域)でも，それは様々だっただろうことも捉えられるようになった。

そこでその土地に満たない層や大規模な土地を保有する層の程度を捉えるためにも (9)

中部地域以外の地域も含めて再整理する必要があるだろう。それは地代，土地取引の際

に必要な許可料，証書に見られる受領金，そして自活の困難な場合の収入でも同様だろ

つO

(8) Kosminsky， Studies in the Agrαnαn， pp. 234-242 

( 9 ) ポスタン， r中世の経済と社会~， 168-169頁。

(10) Hallam， Englandαnd W，αles， vol. 2， pp. 818-853. 

(11) Kitsikopolous，‘Standards of Living'， pp. 237-261. 

(12) Titow， English Rurα1 Society， pp. 78-93 

(13) Dyer， Stαndαrds of Living， pp. 109-150 

(14) 国方， r領主支配と農民~， 178-246頁。

(15) Kosminsky， Studies in the Agrαnαn， p. 214， pp. 238-242 

(16) ポスタン， r中間の経済と社会~， 165-169頁。

(17) Dyer， Stαndαrds of Liuing， p. 117 

(18) 国方， r領主支配と農民1 245頁。
(19) Kitsikopolous， H.， 'Standards of Living'， p. 250 
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中には，把握しにくいと思われる点もあったので，これまでに再検討してきた。次節で

それらを，第3節でそこから読み取れるだろうことを，第4節で本論文をまとめたL、。

2 東部・東南部地域に見る農民の生活資源叩)

2-1 農民保有地 (21)

農民の生活にとって基本となるのは保有地だろう(そうでないかもしれない。)。利用し

た資料は全て刊行史料であり(以下，全て同様)，ハンドレッド・ロールズの他，土地調

査記録帳 (survey)，慣習記録帳 (custumal)，地代記録帳 (rental)などである (22)。例

えば，ハンドレッド・ロールズについては， H.M.キャム (Cam)(23)，コスミンスキー (24)，

M目パーグ (Barg)(お1， S.ラパン(Raban)(26)をはじめ，多くの研究者が利用している。

また，桂はハンプトン慣習帳を資料紹介しており (27) 松恒はチチェスターを対象に黒死

病以後の所領経営の変化を考察する(泊)。

自活の可能な農民保有地をlOa.から 16a.とすると (29)，1350年以前では，各土地調査

記録から得られた保有地件数に自活可能な保有地が占める割合は中部地域の方が東部・東

南部地域よりも多L、。中部地域でも無視し得ないが，東部・東南部地域は臼活の困難な保

有地も多い。不作の際には，両層で約 7害IJから約8割となる O サフォークのシブトン教会

(20) 吉田， IH録:農民生活の 側面j，1-9頁。占回， I付録。農民の地代，許I作十j，1 -13頁。占

旧， Iイ、I録.証書による土地取引j，1-14頁。

(21) 吉田， I農民保有地j，15-30頁。

(22) The Minchinhαmpton. Surveys 01 the Estates 01 Glastonbury. Custumals 01 Bαttle Abbの，

など。各種刊行資料名は得々の付録参照。

(23) Cam， The Hundredαnd the Hundred Rolls 

(24) コスミンスキー， I一二七九年のハンドレソドj，61-127頁。

(25) Barg，‘The Social Structure¥pp. 108-115 

(26) Raban， A Second Dom四dα:y?

(27) 梓， Iハンプトン・マナ慣習帳j，72-88頁。

(28) 松垣， I所領構造と直営地雇用労働j，13 -23員。

(29) 国方， r領主支配と農民.1， 143頁。ダイヤー CDyer，Standards of Living， p. 114.)やキッチコ
ポロス (Kitsikopolous，‘Standardsof Living'， p. 238.)は農民の世帯構成を6名としている(黒

死病以前)。国方が指摘するように， lOaに収赦していると捉えられなくもなL、
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でも，大規模な直領地とは対照的に，小規模な保街地を非常に多く観察できる(叩)。

世帯人数6名を想起すると，このような状況には違和感を覚えるだろう。世帯構成に応

じた保有地を保有する者もいただろう。寡婦，鯨夫，独身者なら小規模な土地で十分だっ

ただろうし，大世帯なら小規模な土地では不十分だっただろう (3IJ。それでも，自活可能

な土地に満たない層が，約5割から約6割程度観察できることは，追加的に土地が必要と

なっただろうし，主要な生活資源以外の収入も重要になっただろう。前者は彼らにとって

より多くの剰余を有する農民世帯に比べて，貴重な資源だっただろうし，後者からは不作

や飢鋒の際には，ルーカスの提示する事例も想起され (32)，これまでに提示される以外の

資源も重要となっただろう O

そこで裁判記録や許可料記録を通じて，この点を次に再整理したし、。

2-2 農民の収入(ね)

利用した刊行史料はワルシャム裁判記録，クークハム裁判記録， ダウンナム裁判記録の

他，カルテ・ナティヴォルム，サフォークの一連の証書記録である (34)。例えば，カルテ・

ナティヴォルムは長嶋が農民間の秘密裡の土地取引を考察する際に利用しており(お)，クー

クハム裁判記録は困庄が当村の農民の生活水準を研究する際に利用している(羽)0 2件の研

究も踏まえて，収入の点から刊行資料について以下のように再整理できる O

(30) シブトン教会のl自制池は， 1325年では(土地調査6件。クックリー・グレンジ (CookleyGrange)， 

リンステソド・グレンシ (LinsteadGrange)， /ース・グレンジ(e'JorthGrange)，サウス・グレ

ンジ (SouthGrange)， ジュディ Y・グレンジ (JurdyzGrange)， ファルシャム村落 CFalsham

HallJ， レンダム CRendham)) ，以下である。耕地 3，27812a.3r. 17p. (評価額 f 18.05 41弘S

3 'i8d.l，採草地 Cmeadow)13a.3r. 17p. C評価額 47 12s.l，牧草地 (pa8ture)96.13a. 90 12p. (評

価瀬:f: 4.1 8 %d.)，森林地 156a弘r.21 12p. (評価瀬 f: 10 9s.3 Y4d.l住居 20a.2r.(me8suage 

なと。評価制:f:4 178. 4d.l，水車場 1件(評価額・ 208.lである。

(31) Dyer， Stαndαrds 01 Living， p. 123 

(32) 飢鍾の際の，様相は H.Sノレ カス (Lucas)に詳しい。 Luca8‘The Great Europ回 nFamine'， 

pp. 343-377 

(33) 古田， ["農民生活のー側面j，1-14頁。吉田， ["付録 農民生活のー側市iJ，1-13頁。吉田， ["付

録.農民の地代，許可料j，1-13員。古凹， ["付録'証書による土地取引j，1-14頁。

(34) 古田， ["証警による土地取引j，1-14頁。

(35) 長島， ["農民間の土地譲渡j，105-125頁。長島， ["農民家族と土地譲渡j，67-87頁。

(36) 国方， r領主支配と農民1 142-268貞。
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土地取引はカルテ・ナティヴォルムのように，小規模な土地が多く，裁判記録を見ると，

大飢鍾に土地取引の件数が非常に多い。多くが農民だったが，非農業者と思われる層も観

察できた。その代表者は女性(寡婦，妻，姉妹など)をはじめ，各種手工業者である。こ

の点は， ラムゼイ裁判記録に出現する職種から， 15世紀後期を境にして就業や産業状況

の変化を W ドゥウィント (Dewindt)が指摘するように，農民以外の層も土地取引の状

況が変化するに際して重要な役割を担っていただろう O 例えば，裁判記録を見ると， ドゥ

ウィントや国方が指摘するように，女性がエール，ノ守ンの醸造，製造，阪売上の問題から

罰金を課されており (37)，大飢鍾の期間には，土地へ侵害したり，損害を与えたり，窃盗，

違法売買，販売物を買占める者も多い(甜)。

このように，大黒死病以前と以後の分類にならい，大飢鐙以前と以後とに分類すると，

大飢鍾以後，クークハム荘園ではエールの醸造販売が多く， ダウンナム荘園では土地資源

への侵害や損害が非常に多L、。そして都市ではあるが， ヨークシャーからは窃盗の件数が

非常に多い(羽)。そして地代の滞りを， ワルシャム裁判記録に観察できる。ダイヤーは領

主への抵抗として，地代の滞りを捉えるとともに，支払おうにも，支払うことが不可能な

状況も指摘する (40)。貧困者の場合，罰金を免除されている O 犯罪もまた自活の困難な世

帯にとっては収入にもなっただろう O 森林地，採草地を侵害し，材木を持ち出し，そして

それを売却したような事例は，収入を得る目的があったと捉えられなくもない。農民の保

有地が小規模であることがその一因となっていたのかもしれないは[)。

証書を見ると，様々な層が証書を利用していた。諸研究が指摘するように，東部地域

では，土地取引は活発だったことを想起させる O クレア・アウクスティノ托鉢教会

(Augustinian Friars of Clare)の証書よりすると(1340年代から 50年代の記録もある

が)，女性が目立ち，夫婦も同様多く(記録順は三好の指摘するように，夫が先)，採草地

を取り扱った記録も多い。そして採草地採草地の他，屋敷地なども多い。黒死病前後また

(37) シューベルト， r名もなき中世人の日常生活152-69頁， 139-148頁， 249-262質。
(38) Cαrte Natiuorum， pp. 3-165. Rαmsの，Hepmαngroue， pp. 20-36 

(39) Downhαm， 1307-1327， pp. 17-110. Cuxhαm， Oxfordshire， pp. 607-675. W，αkefield， uol. 1， 

pp. 1-309. Wαkefield， uol. 2， pp. 1-228. Wakefield， uol. 3， pp. 1ー181.Wαkefield， uol. 4， pp. 1 

204. Wakefield， uol. 5， pp. 1-189 

(40) Dyer， ， A Redistribution¥pp. 11-33 

(41) Wαlshαm le Willows， 1303-1350， pp. 28-336 
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はそれ以降では複数名による土地の移転や受領が多い (42)。ドッドナッ νュ教会 (Dodnash)，

ブライズパラ教会(Blythburg)， レイストン教会 CLeiston)，バットリー教会 CButley)

では男性が多く，教会への寄進も多く， 14世紀中期のブライズ、パラ教会では，複数名に

よる土地の移転，受領は数件見られた (43)。

そして 1215年から 1678年間のスタントン荘園では小規模な土地が多く，採草地も少な

からず，観察でき，男性が比較的多L、。中には， i既婚」女性が土地を移転する事例があ

る(例えば，証書番号 120)。時代を経るにつれ，土地の移転者・受領者は複数名で出現

し，また，土地の規模が具体的な記録の件数も減るものの，それが判明する事例は，依然、

として小規模である。テネメントの場合は， 15世紀初期前後には騎士，準騎士 (esquire)

や複数名でテネメン卜を保有していることから，比較的大規模な土地だったのかもしれな

。
)
 
4
 
4
 
(
 、

P
L
 

どの証書でも領主との取ヲ|が多く，小規模な保有地が多かったことはシブトン教会のよ

うに，農民を巻き込んだ直領地中心の所領経営が想起されるだろう O キャンベルが提示す

る東部地域における穀物収量の多さを背景にすると，そのような大規模な直領地を運営す

るには，賦役以外にもより多くの労働が必要だっただろう。そして直領地から農民が収入

を得られるようになると，追加的に土地を得ょうとは思わなかったかもしれなL、。それは，

取引された土地が小規模であったことの一因だったかもしれないし，そして地代や許可料

にも反映されているかもしれない畑)。

2-3 地代，賦役，許可料，受領金 (46)

地代，許可料，受領金は全体的には，保有地規模が大きくなるにつれ，金額も高水準の

傾向にあった。中には，小規模な土地に対しでも，大規模な土地に課されるような地代，

許可料，受領金を観察できた。この点は，エーカー当りに換算した地代水準にも観察でき

(42) Augustinian Friαrs， pp. 1-108以下，対応する呼称を表記するよりも，全て教会(領)とした。

(43) Dodnαsh， pp. 33-169. Blythburgh Priory， Part 1， pp. 32-135. Blythburgh Priory， Part 2， 

pp. 137 -246. L臼stonαbbey，pp. 54-157.いずれの記録も，具体的な規模を示す土地は少数だっ

fこO

(44) Stαnton， pp. 42-265. 

(45) Campbell， English S.目gnwnαl.

(46) 吉田， r地代，許可料j，15-27頁。吉田， r証書による土地取引j，1-8頁。吉田， r付録田地代，
許司料j，1-13頁。古旧， r付録.土地取引j，1-14頁。
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たが，大規模な土地の場合，エーカー当りで換算すると，より高額な地代が課されている

わけではなかった。地代負担の総額からすると，大規模保有地の方の負担が大きいのは明

らかなのだが，エーカー当りに換算すると，小規模な土地の方が負担上は重いだろう。特

に，ヨークシャーの許可料記録では，時代とともに，各土地に応じた許可料(そのエーカー

当りへの換算の点からしても)は増加傾向にあった。一方，生活水準研究の地代負担額と

比べると，伊IJえば， ダイヤー， H.キッチコポロス (Kitisikopolous)の指摘する約 120

ペンスの負担者は 17a.以上の土地保有者のみだった (47)。そしてそれは勘坂が提示する中

部地域の地代では標準的な農民C10a.から 16a.の範囲)に比較的多い (48)。証書による土

地取引も同様である。受領者として領主が多いが，大規模な土地に対して高額な受領金が

記録にある O しかし，エーカー当たりで見ると，小規模な土地に対して，より高額な受領

金を観察できる。また，次第に，受領金の水準が上昇していたような事例もある。

地代や許可料が高いようなときは，農民は土地を取得する気にはならなかったかもしれ

ない。そこで領主が土地を集積することで，農民に受領金(または宣誓)や許可料を支払

い，場合によっては集積した土地を農民(当人または別の)へ保有させていたかもしれな

L 、。

3 比較対照:1つの解釈

小規模な保有地が非常に多かったサフォークにおける多くの農民は，自身の{呆宵地が小

規模なために，一方では土地取引を通じて，所領を大規模にさせた直領地に主要な生活資

源を依存せざるを得なかっただろう。主要な食料が穀物なら，領主からそれを得られるこ

とを農民は期待し(特に，自己の保有地のみでは生活が困難な農民が期待した資源だろう)，

領主の直領地で熱心に労働する誘因ともなっていただろう。直領地を運営する領主にとっ

ては，ある面，他の地域の領主よりも有利だっただろう。そこで領主は，農民が直領地の

労働を熱心にするように，対応していたかもしれない(例えば，生活資源を与えるような)。

領主は証書による土地取引を通じて拡大した直領地を農民に利用させたり， (きっかけが

何にせよ)拡大した土地を牧羊地とすることで，牧夫などの牧羊業に関わる労働を自活の

困難な農民へ提供したりしていただろう O 受領金や許可料を支払い，土地を集積するもの

(47) Ki tsikopolous，白Standardsof Living'， pp. 245. Dyer， Stαndαrds of Living， pp. 115 

(48) Kanzaka，‘Villein Rents'， pp. 593-618 
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の，その土地を再度農民へ保宵させていたかもしれない。他にも農民を熱心に耕作させる

ような誘因が領主にはあっただろうが，それでも収入を得ることの困難な農民は，他方で

は，やむにやまれず，窃盗，土地の各種資源へ侵害，損害し，犯罪に予を染めざるをえな

かっただろう O 自暴日棄にもなっただろう L，彼に妻がいれば(時には彼の娘の他，独身

の男女でも)，貧困のしわ寄せを受けただろう(身売，娼婦，男娼)(49)。

しかしイングランド中部地域に限らず，農民も時には怠けることがあり，貧困な農民世

帯も怠惰なときは，怠惰だったのだろう(，¥0)。ウィズビーチ (Wisbech)の領主にとって

賃金労働の方が賦役労働(慣習賦役)よりも有利だった(それは賃金労働を貧困な農民が

主に担っていた結果(領主の対応の lつ)なのかもしれないし，賦役労働の方がそうだっ

た結果なのかもしれない。)(51)。

4 まとめ

本論文は，各種刊行資料を筆者が再検討してきて得られた特徴を整理しつつ，その意味

を捉えるための解釈を整理してきた。あくまでも 1つの解釈であり，利用した資料は少な

く，その取扱にも多々問題がある。様々な視点から資料を眺めると，より意味のある結果

や解釈を十分に得られるだろう(それでも歴史は多様である!)。今後は，再整理できな

かった主題を再検討しつつ (52) 各地域の諸所領の比較検討に日を向けたL、。
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